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軽量なシングルマスフライホイールを採用すること

で「TYPE R」らしい鋭い吹け上がりを実現。ファイ

ナルギアをローレシオ化することで全域での加速

性能を向上させました。

パワートレイン

VTEC技術、エンジン内部パーツの軽量化等により

レスポンスを徹底的に追求した上で、エンジン制御

は細部まで及ぶリファインを実施。これに加えて

軽量フライホイールも採用することで、スロットル

を閉じているにもかかわらず駆動力が掛かり続け

たり、スロットルを開けてから駆動力が掛かるまで

に遅れが生じたりする現象を抑制。優れたコント

ロール性を追求しました。

スポーツ走行に不可欠でありながら、習得までには

時間がかかるヒール&トゥを不要にする、レブマッチ

システムを採用しました。

クラッチペダルのストロークセンサー、ニュートラル

ポジションセンサー、車速センサーとメインシャフト

の回転数センサーからの信号を元にして目標のエ

ンジン回転数を算出。スロットルを自動的に開ける

ことで回転を合わせ、スムーズなシフトダウンをサ

ポートします。これに加え、+Rモードではよりダイレ

クトでスピーディーに、それ以外のモードではショッ

クの少ない回転合わせを行うなど、シーンに応じた

適切な制御も実施しています。

なお、レブマッチシステムの機能はドライバーの好み

に応じ、メーター内の設定画面からオフにすること

も可能としています。

鋭い吹け上がりを追求した軽量フライホイール採用 6速MT

熟練の技をすぐに再現できるレブマッチシステム

レブマッチシステム制御フロー図

減速シフトダウン時 レブマッチシステム動作イメージ

トランスミッション概要

ヘリカル LSD

水冷オイルクーラー

軽量シングルマスフライホイール

ドライビングモードによる特性比較図

エンジン制御のリファインとトランスミッションの
相乗効果によるドライバビリティー向上

アクセル操作に対するエンジンレスポンスイメージ


